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ドミニカ共和国  

北部中央地域小規模農家向け環境保全型農業開発計画  

中間評価調査に係る協議議事録  

 
 
 独立行政法人国際協力機構（ JICA）は、ドミニカ共和国北部中央地域小規模農家向

け環境保全型農業開発計画（以下、プロジェクト）の中間評価を行うために、佐佐木

健雄氏を団長とする中間評価調査団（以下、調査団）を 2007 年 7 月 29 日から 8 月 16

日までドミニカ共和国に派遣した。  

 滞在期間中、調査団はドミニカ共和国政府関係者と合同評価委員会を形成し、現場

踏査、関係者インタビュー、ワークショップ等の活動を通じ、プロジェクトの中間評

価を行った。  

 中間評価の結果は、別添の報告書にまとめられ、8 月 15 日に開催された合同調整委

員会で報告された。日本国側とドミニカ政府関係機関は、その内容を受入、報告書に

記載された提言について、付属文書に記載されているとおり、必要な対応を取ること

に合意した。  

 

 

サントドミンゴ 2007 年 8 月 15 日  

 

   

佐佐木健雄  

独立行政法人国際協力機構（ JICA）  

中間評価調査団  団長  

 Salvador Jiménez 

ドミニカ共和国  

農務省  農務大臣  

 

 

 

 

 

  

吉元 清  

独立行政法人国際協力機構（ JICA）  

ドミニカ共和国事務所  所長  

 

 Rafael Pérez Duvergé 

ドミニカ共和国  

ドミニカ農牧林研究所  長官  

 

 
 
 

付属資料 2
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付 属 文 書  

 

 1. ドミニカ共和国側及び日本国側は、別添 1（73 頁）の中間評価報告書の内容を理

解し、その提言の実現に向けて必要な対策を取ることに合意した。  

 

 2. ドミニカ共和国側及び日本国側は、プロジェクト・デザイン・マトリクス（PDM）

を、別添 2（109～110 頁）のとおり第三版に改訂することに合意した。しかし

ながら、 JICA の投入予算規模には限りがあるところ、協力は予算の範囲内で行

われる。  

 

3. ドミニカ共和国側及び日本国側は、改訂された PDM に基づいた活動計画（PO）

案を、別添 3（111～114 頁）のとおりとすることに合意した。ただし、同案の詳

細については、プロジェクトで分析の上、本年 8 月中に IDIAF 長官の承認を得

ることとする。  

 

 4. ドミニカ共和国側及び日本国側は、（プロジェクト）実施体制図を、別添 4（115

頁）のとおりとすることに合意した。  

 

 

 

 

 

 

・別添 1. 中間評価報告書  

・別添 2. プロジェクト・デザイン・マトリクス（PDM）Version 3 

・別添 3. 活動計画（PO）改定版（案）  

・別添 4. 実施体制図改訂版  
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ドミニカ共和国  

北部中央地域小規模農家向け環境保全型農業開発計画  

中間評価報告書  

 
 
 

サントドミンゴ、2007 年 8 月 15 日  

 

合同評価委員  

 

 

 

 

  

佐佐木健雄   Henry Guerrero 

 

 

 

 

  

及川隆光   Miguel Tatem 

 

 

 

 

  

長町昭   Julio Morrobel 

 

 

 

 

  

瀧口暁生   Ismael Batista 

 

 

 

 

 

別添 1 協議議事録 
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1.プロジェクトの概要  

（1）背景  

   ドミニカ共和国において、農業は伝統的基幹産業であるが、農民の約 90%が中

小農家であり技術や市場へのアクセスが不足していること、化学肥料や農薬等の

集中使用による土壌の劣化が著しく生産性の低下を招いていること等の問題を抱

えている。  

   かかる状況下、農務省は、持続可能な農業への転換を目指すとともに、市場競

争力を持たない小規模農家が、家族労働力や未利用資源を活用して付加価値の高

い環境保全型農産物を生産・販売することにより、収入の向上を図ることを目的

として、2002 年 8 月に技術協力プロジェクトを日本国に要請するとともに、北中

部に位置するラ・ベガ農業区において、農業普及員や複数の農家を対象に、環境

保全型農業技術に係る研修を開始した。これに対し日本国は当初 JICA シニア海

外ボランティア及び青年海外協力隊員（以下、協力隊員）を派遣し支援を行った。  

その後、技術協力プロジェクトとして開始するにあたり、事前評価が行われた

結果、農牧林研究所を中心に実施体制を見直すことで双方が合意し、2004 年 10

月 15 日に農務大臣と JICA ドミニカ共和国事務所長により R/D が署名され、同日

から 5 年間の予定でプロジェクトが開始した。  

（2）プロジェクトデザイン（PDM）  

    プロジェクトのデザインは、添付資料 1 に示すプロジェクト・デザイン・マト

リクス（PDM Version 2）のとおりである。  

 

2. 評価の目的  

本プロジェクトの協力期間は、2004 年 10 月から 2009 年 10 月までの 5 カ年計画で

あるが、本評価調査はその中間時点にあたる。評価調査の目的は、プロジェクトの計

画に対し計画の進捗状況を確認するとともに、以下の 3 項目である。  

1）プロジェクト計画の見直しの要否の判断  

2）見直しが必要と判断された場合はその修正を行うこと  

3）プロジェクト運営体制の見直しを行うこと  

 

3. 評価の手法  

（1）評価手法  

評価手法は、JICA 事業評価ガイドラインに基づき、プロジェクトの計画と実績

を比較し、評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の

視点の内、特に妥当性と有効性に重点をおいて評価を行うこととした。  

また、評価に先立ち、日・ド双方でプロジェクトの計画について理解を共有す

るため、日本国側及びドミニカ共和国側のプロジェクト関係者並びに評価委員と

ともに、プロジェクトの PDM の内容（ロジック、明確さ、目標達成の可能性等）

についてワークショップ形式で確認した。  
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（2）合同評価  

    プロジェクトの評価は、日本国側調査団とドミニカ共和国側の各 4 名の評価委

員による合同評価で行われた。なお、ドミニカ国側評価委員の選出はプロジェク

ト実施機関の IDIAF が行った。評価委員は以下のとおり。  

 

（ドミニカ共和国側）  

Henry Guerrero 

農業競争力部長（Encargado de la Unidad de Agricultura Competitiva）  

国 家 農 牧 林 研 究 審 議 会 （ Consejo Nacional de Investigaciones Agropecuarias y 

Forestales）  

 

Miguel Tatem 

計画管理評価部長（Encargado de la Unidad de Planificación, Seguimiento y Evaluación） 

農牧林研究庁北部センター（Centro Norte, Instituto Dominicano de Investigaciones 

Agropecuarias y Forestales (IDIAF).）  

 

Julio Morrobel 

計 画 管 理 評 価 部 次 長 （ Encargado de la Unidad de Planificación, Seguimiento y 

Evaluación）  

農牧林研究庁北部センター（Centro Norte, Instituto Dominicano de Investigaciones 

Agropecuarias y Forestales (IDIAF).）  

 

Ismael Batista 

国際協力分析官（Analista de Cooperación Internacional）  

経済企画開発省（Secretaría de Estado de Economía, Planificación y Desarrollo）  

 

（日本国側）  

佐佐木 健雄 JICA 農村開発部第二グループ畑作地帯 第二チーム長  

及川 隆光  鯉渕学園農業栄養専門学校 教授  

長町  昭  国際開発高等教育機構 事業部次長  

瀧口 暁生  JICA ドミニカ共和国事務所 所員  

 

4.プロジェクトの実績と実施プロセス  

（1）プロジェクト目標の達成状況  

同目標には二つの指標が掲げられている。  

一つ目の指標「対象農家 250 戸の収入が 15％増加する」に対する調査時点での達

成状況は、計画時点での農家収入のベースラインデータが存在しないため、達成

度の判断は困難である。  

二つ目の指標「対象農家の５０％がプロジェクトの流通事業に参加し、農産物

の販売量が 20％増加する」に対する調査時点での達成状況については、ラ・ベガ
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市内の INESPRE（価格安定庁）に設けた生産者市場に出荷することを農家に働き

かけたが、かかる方向性での作業は有効ではなく、販売量の増加にはつながらな

かった。  

 

（2）成果の達成状況と活動の進捗状況  

上記プロジェクト目標の達成のために以下の 3 つの成果が掲げられている。  

1）ラ・ベガ地域に適合した環境保全型農業及び有機農業技術が開発・実証さ

れる。  

2）小農に適合した低コストで生産性の高い農業技術と、環境保全型農業の技

術が普及・実践される。  

3）対象農民の市場へのアクセスが改善される。  

各成果達成のためには必要な活動の進捗が主要な要因であることから、各活動

の進捗状況をプロジェクト作成の報告書、研究・普及関連の成果品並びにプロジ

ェクト関係者からの聞き取りにより確認したところ、各種活動が進捗しているこ

とが確認されたが、十分な成果の発現にはつながっていない。  

なお、成果の達成状況及び活動実績の詳細は、添付資料 2 及び 3 に示すとおり。  

 

（3）投入実績  

   投入実績は、添付資料 4 に示すとおり。  

 

（4）実施プロセス  

複数の関係者より、プロジェクト実施過程において、情報伝達、モニタリング

及び意思決定が適切になされなかったことが指摘された。  

 

5.評価結果  

（1）妥当性  

1）上位目標の妥当性  

ドミニカ共和国政府は、農村部の発展及び貧困との戦いを重要課題と位置付け

ており、小農支援と有機農業の推進を優先課題としている。本プロジェクトは、

こうしたドミニカ共和国政府の政策に合致している。  

また、農務省研修普及担当次官との面談において、環境保全型の農業の推進は、

同国の経済発展及び環境面に鑑み極めて重要であり、農民支援については、農家

へのインタビューにおいても、彼らのニーズに極めて合致していることが確認さ

れたところ、妥当性は高いと判断される。  

2）プロジェクト目標の妥当性  

農務省次官の調査団に対する発言においても、国内の主要農業地域の一つであ

るラ・ベガ地域における環境保全型農業振興に対する日本国の協力は、高く評価

されており、また、農家収入の向上と農産物流通を推進することを目指すプロジ

ェクト目標は、政府の政策と農民のニーズに合致しており、妥当性は高いと判断

される。  
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（2）有効性  

プロジェクト目標として、農民の収入向上の達成が掲げられているが、本件に

ついては、プロジェクト関係者とのワークショップにおいて、プロジェクト期間

中に農家の収入向上を図るためには、PDM に記載されていない重要な手段（農家

の農産物生産量増加、生産性向上、高品質農産物の市場への出荷等）を達成する

ことが必要である。しかしながら、プロジェクト期間内にこれを達成することは

困難であることから、プロジェクト目標の変更が必要であるとの考えが、ほぼ全

員の見解であることが確認され、その目標を「対象農家が環境保全型農業により

生産した作物を、高級市場にコンスタントに供給する能力がある」と修正する案

を、合同評価調査団に提案した。同提案は、現状のドミニカ共和国側の実施体制

と、日本国側の投入に鑑み、実現可能性がより期待できることから、妥当な提案

であると判断される。  

 

（3）効率性  

物的投入に関し、日本国側のローカルコスト負担として建設されたプロジェク

ト事務所、試験圃場の温室や灌漑システム、普及員の活動に欠かせないオートバ

イや四輪駆動車輌等の機材は、いずれも有効に活用されていることが確認された

が、CENTA（Centro de Tecnologia Agricola）に供与された分析機材については、

同センターの整備が遅れたことから活用が十分であったとは言えず、今後の有効

な活用と適切な維持管理が求められる。  

人的投入に関し、プロジェクト開始から長期専門家の着任まで 7 カ月要したこ

と、また、参加型開発計画短期専門家が長期専門家着任前に派遣され、長期専門

家にその成果が十分引継がれなかったことが、効率性を低めた要因として挙げら

れる。  

また、プロジェクト実施体制が実施機関の組織体制と調和していなかったこと、

実施プロセスにおいて、情報伝達及びモニタリングが適切になされなかったこと

が指摘されており、適時適切な意思決定を阻害したと考えられる。  

さらに、活動計画（PO）が、成果を得るための活動としてロジカルに整理され

ず、かつ個々の活動で求める成果品が明確に設定されていなかったことから、投

入及び活動が効果的に成果に結びつかなかったと判断される。  

 

（4）インパクト  

プロジェクトはいくつかの実績を残しているが、現在のところ、プロジェクト

実施により発生したインパクトは確認されなかった。通常インパクトはプロジェ

クト実施後に表れるものである。  

 

（5）自立発展性  

自立発展性については、本プロジェクトでは研究部門と普及部門の円滑かつ有

効な連携がキーポイントと考えられる。ドミニカ側の実施体制は、研究部門は

IDIAF の研究者が、普及部門は農務省（SEA）から IDIAF への出向者である普及
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員が担当しているが、これまでのところ、両部門間での十分なコミュニケーショ

ンや連携が図られていなかった。今回の調査の中で行われたワークショップを通

じて、両者の意思疎通が促進され、お互いの役割を理解するきっかけとなったが、

プロジェクトの残り期間で、さらに相互が協調し、一体となって問題解決にあた

ることが、自立発展性の鍵となると思われる。  

 

6.結論  

本プロジェクトの目標である「環境保全型の農業の推進」と「小農支援」は、2007

年にドミニカ共和国の農務省と環境省が発表した「農業農村開発政策」に合致してい

る。他方、本件の対象地域であるラ・ベガ地域は主要農業生産地域であり、面談した

複数の関係機関の高官からも、環境保全型農業振興に係る日本国の貢献が高く評価さ

れていることから、本件プロジェクトの妥当性が高いことが確認された。  

成果については、いくつかの点で実績が確認はされているが、収入向上を目指すプ

ロジェクト目標が、5 年間のプロジェクト期間に達成するには高い目標であり、同指

標をとることは、データ記帳の習慣の無い農家では現実的ではないことから、PDM の

目標の見直しが必要である。  

活動実績については、実証分野で 2 編の技術情報が、 IDIAF 北部センターの技術委

員会で承認され、3 編が審議中、日本国側関係者の 4 編を含め 6 編が審議準備中であ

り、実証分野は活動成果が出現しつつある。しかしながら、当初計画では対象作物が

絞り込まれてこなかったため、実証計画、普及方針が明確ではなく、市場への参入方

針も曖昧であった。また、同様に作物が絞り込めなかったことから、PDM の成果・活

動が作物毎に整理されておらず、PO における活動内容が明確ではなかった。更に、ド

ミニカ共和国側 C/P と日本国側関係者のやるべき活動と役割が不明瞭で、関係者がプ

ロジェクト目標を共有していなかったため、関係者の活動がばらばらで散漫なものと

なって、成果・目標達成のための連携が図られていなかった。  

実施体制については、プロジェクト実施体制が IDIAF の組織体制と整合的でなかっ

たことが、プロジェクト実施過程における円滑な情報伝達及びモニタリングを阻害し

たため、適時適切な意思決定が阻害された。  

これらのことから、今回の調査を通じてプロジェクト目標を整理し、軌道修正する

必要が明らかとなり、具体的には PDM の整理、活動の明確化、担当者の割り当てが

必要であることが確認された。また、プロジェクトを円滑に運営するため、プロジェ

クト実施体制を見直し、指示命令系統を整理する必要性が合わせて確認された。  

   

7. 提言  

（1）直ちに取るべき対策  

   プロジェクト対象地域の抱える問題を解決し、スムースなプロジェクト運営を

実現するため、以下の行動が必要となる。  

1）PDM の改訂  

現行 PDM のプロジェクト目標である「ラ・ベガ地域の環境保全型農業計画に

参加する小農の収入が向上する」が達成されるためには、PDM に記載されてい



82 

る成果のほかにも、達成されるべき多くの課題の解決が必要であることから、同

プロジェクト目標を期間内に達成することは困難と判断される。一方、ドミニカ

共和国側関係者もワークショップの中で、プロジェクト期間内に目標を達成する

ことが困難であると判断し、本評価調査団に対して目標の変更を提案してきたこ

とから、プロジェクト目標を適正化し、作物を絞り込み、PDM を実現可能なも

のに修正する。  

2）活動の整理  

これまで、プロジェクトが対象とする作物が絞り込まれておらず、活動範囲が

広すぎたことから、未着手の活動が多く、プロジェクト目標達成に向けた実証、

普及、流通活動は、散漫な活動となり、一貫した活動になっていなかった。今回

の評価結果を受けて、作物を絞り込み、市場のニーズに合わせた生産活動を実施

するための実証を行い、市場ニーズに合った作物の品質を確保する。さらに、作

物生産の技術情報を共有し、市場ニーズに合った生産技術を普及することが必要

である。また、PDM の修正に合わせて、これまで不明確であった活動項目を明

確にするとともに、各項目の担当者を明示する必要がある。  

3）ボカシ工場を PDM の投入から削除  

      ボカシ工場からのボカシの調達が、PDM の投入に掲げられているが、同工場

の操業が過去 1 年余り停止され、当面再開のめどが立っていないことに加え、同

工場の操業はプロジェクトではコントロールできないことから、PDM からは削

除することとする。  

4）実施体制の整理  

プロジェクト実施体制と、IDIAF の組織体制の不整合を考慮すれば、IDIAF 北

部センター所長は、スーパーバイズのみならずプロジェクト活動に沿った日常の

業務管理、情報収集・伝達、人員配置等を含めた運営面にも関与すべきである。

かかる観点から、活動計画（PO）や予算の策定等のプロジェクトの重要事項の

決定において、 IDIAF 北部センター所長、プロジェクトダイレクター及び JICA

チーフアドバイザーの三名が、共同で関与する体制の強化が求められる。  

また、ドミニカ共和国側、日本国側双方すべてのプロジェクト関係者が、プロ

ジェクト目標を共有して、共通のビジョンの下に協働する必要がある。  

5）モニタリングの実施、情報伝達・コミュニケーションの徹底  

      これまで、プロジェクトのドミニカ共和国関係者と JICA 関係者の情報伝達、

連携が十分ではなかったことから、例えば、プロジェクトでは作物毎の班会議を

毎週行い、業務報告及び週間計画を班内で共有し、プロジェクト全体での進捗状

況報告会議を月 1 回実施し、さらに IDIAF 本部に対して 4 半期に 1 回の進捗状

況報告を行う等により、進捗状況報告を関係者に徹底するとともに、情報の共有

を図る必要がある。  

6）投入の限界とその対応  

プロジェクトが対象とする作物が多いことから、ドミニカ共和国側関係者が多

いが、専門家の派遣を含め日本国側の投入が限られている。今後のプロジェクト

運営に当たっては、ドミニカ共和国側が配分された C/P 予算を確実に執行する
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とともに、活動の優先順位を付けることが求められる。また、日本国側予算の枠

を考慮したプロジェクト運営を心がける必要がある。  

 

（2）将来的に望まれる対策  

   プロジェクトは終了後、ドミニカ側だけで自立発展的に継続されてゆく必要が

あり、自立発展性確保のために以下の対応が必要である。  

1）プロジェクト内の関係強化  

本プロジェクトは、実証部門の担当である IDIAF 研究者と、農務省（SEA）か

ら IDIAF に出向している普及員が、相互のコミュニケーションや連携に基づい

て実施している案件であるが、両者の間の連携がこれまで十分には図られてこな

かった。両者の良好な連携が、プロジェクト終了後の自立発展性の確保にとって

重要であるところ、両者の関係を強化する必要がある。  

2）関係者の意識の醸成  

本プロジェクトの目標として、農家の収入向上を掲げているが、小農の収入向

上に向けた道のりは容易ではない。したがって、今回プロジェクト目標のレベル

を修正したことから、プロジェクトの自立発展に向けた不断の努力が必要不可欠

であり、これまで以上に、実施体制の整備、プロジェクト関係者の自覚、相手国

政府の支援、関係農家の自覚の醸成を継続的に行う必要がある。  
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。
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０
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。
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ク
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。
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。
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。
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。
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。

 

 
2.

4.
 普

及
・
研
修
用
資
材
の
作
成
。
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通
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実
施
。
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普
及
員
の
給
与
、
日
当
、
交
通
手
段

 

・
そ
の
他
必
要
経
費

 

 ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
農
牧
林
業
試
験
庁
（

ID
IA

F）
 

１
．
人
的
配
置

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
方
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

・
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
実
証
、
訓
練

/広
報
、
流
通
）

 

・
秘
書

2
名
（
中
央
及
び
地
方
）

 

２
．
土
地
建
物
及
び
施
設

 

・
事
務
所
（
電
気
・
水
道
・
電
話
等
含
む
）

 

・
土
壌
・
農
作
物
検
査
の
た
め
の
実
験
室

 

・
実
証
圃
場

2
箇
所

 

３
．
資
機
材

 

・
実
証
、
訓
練

/広
報
、
流
通
活
動
に
必
要
な
資
機
材

 

４
．
 現

地
活
動
経
費

 

・
ID

IA
F
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
及
び
普
及
員
の
給
与
、
日
当
、
交
通
手
段

 

・
水
道
光
熱
費

 

・
車
両
そ
の
他
機
材
維
持
費
（
燃
料
費
含
む
）

 

・
消
耗
品

 

・
そ
の
他
必
要
経
費
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ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
北
部
中
央
地
域
環
境
保
全
型
農
業
開
発
計
画

PD
M
 
（
第

2
版
、

20
06

年
1
月

26
日
）

 
対
象
農
家
 
：
 
所
有
農
地

20
タ
レ
ア
以
下
の
小
農

25
0
戸
（
在

La
 V

eg
a 

4,
00

0
戸
の
小
農
の
内
；

20
00

年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
よ
り
）

 

活
動
地
域
 
：
 
農
業
区
分

4-
1“

La
 V

eg
a”
、
内
の

5
小
区
分
（

Ja
ra

ba
co

a,
 L

a 
To

rr
e,

 C
ut

up
u,

 B
ar

ra
nc

a
及
び

Ri
nc

on
）

 

実
施
期
間
 
：
 

20
04

年
か
ら

20
09

年
（

5
ヵ
年
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
指
標

 
入
手
手
段

 
外
部
条
件

 

ボ
カ
シ
有
機
肥
料
工
場

 

・
対
象
農
家
へ
の
ボ
カ
シ
肥
の
提
供
（
必
要
が
あ
れ
ば
）

 

 参
加
農
民

 

・
展
示
圃
場
の
た
め
の
土
地
（
最
大
５
タ
レ
ア
／
農
家
）

 

・
必
要
な
有
機
農
業
資
材
の
原
材
料

 

・
必
要
な
農
具

 

・
生
産
の
た
め
の
労
働
力
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j-unit
スタンプ

j-unit
スタンプ

j-unit
スタンプ





評
価
報
告
書
 
添
付
資
料

3
  

 
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
北
部
中
央
地
域
小
規
模
農
家
向
け
環
境
保
全
型
農
業
開
発
計
画
 
活
動
実
績
・
成
果
表

 

PO
に
よ
る
活
動
計
画
（
項
目
毎
）
 

活
動
実
績

 
活
動
 

期
待
さ
れ
る
効
果
・
結
果
 

環
境
保
全
型
農
業
技
術
開
発
に
係
る
活
動
計
画

 
 

 

１
．
技
術
開
発

 
環
境
保
全
型
農
業
の
対
象
地
に
適
合
し
た
技
術
が
確
立
さ
れ
る
。

 

（
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
）

 

 

1. 
対
象
地
域
に
適
合
し
た
農
業
技
術
と
環
境
保
全
型
農
業
技
術
の
開

発
・
実
証
。

 

 
 

1.1
. 

環
境
保
全
型
農
業
に
係
る
土
壌
肥
料
の
管
理
に
関
す
る
技
術
の
開

発
・
実
証
。

 

（
土
づ
く
り
と
化
学
肥
料
低
減
化
技
術
の
実
証
）

 

 
 

 
1.1

.1.
 

国
内
外
の
環
境
保
全
型
農
業
技
術
の
土
づ
く
り
と
化
学
肥

料
低
減
化
技
術
の
収
集
と
編
纂
。

 

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
環
境
保
全
型
農
業
の
土
壌
肥
料
に
関
す
る
情
報
が

編
纂
さ
れ
る
。

 

ID
IA

F の
W

eb
-S

ite
上
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
設
置
し
、
関
連
情
報
を
収
集
。

 

 
1.1

.2.
 

対
象
地
域
の
土
壌
調
査
。

 
対
象
地
域
の
土
壌
の
特
質
が
調
査
さ
れ
る
。

 

（
調
査
報
告
書
）

 

La
 V

eg
a 地

域
、
５
サ
ブ
ゾ
ー
ン
の
土
壌
検
査
終
了
、
物
理
・
化
学
特
性
、
及
び
農
業
生
産
に
関
す
る
意
見
を
含
め
た
報
告
書
を
作
成
（
技

術
委
員
会
承
認
済
）。

 

 
1.1

.3.
 

有
機
肥
料
及
び
同
原
料

(液
体
、
固
体

)の
化
学
的
・
物
理

的
特
質
調
査
。

 

現
地
で
生
産
さ
れ
る
有
機
肥
料
と
同
原
料
の
化
学
的

/物
理
的
特
質
が
調

査
さ
れ
る
。

 

（
調
査
報
告
書
）

 

地
域
で
利
用
さ
れ
る
主
要
有
機
肥
料
、
及
び
資
材
、
物
理
・
化
学
特
性
に
つ
い
て
の
調
査
終
了
。
報
告
書
を
作
成
（
技
術
委
員
会
審
議
中
）。

 

 
1.1

.4.
 

土
地
毎
の
作
物
の
要
求
に
応
じ
た
有
機
肥
料
の
作
成
と
評

価
。

 

生
産
・
使
用
さ
れ
て
い
る
有
機
質
肥
料
の
施
肥
効
果

(及
び
土
壌
改
善
効

果
)が

調
査
さ
れ
る
。

 

（
評
価
報
告
書
）

 

ピ
ー
マ
ン
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
十
六
サ
サ
ゲ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

M
us

uに
つ
い
て
、
ボ
カ
シ
に
よ
る
施
肥
試
験
を
実
施
。
ま

た
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
赤

Ha
bic

hu
ela
、
黒

Ha
bic

hu
ela
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
い
て
、
堆
肥
に
よ
る
施
肥
試
験
を
実
施
。

 

ピ
ー
マ
ン
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
赤

Ha
bic

hu
ela
、
黒

Ha
bic

hu
ela
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
い
て
は
報
告
書
作
成
（
技
術
委
員
会
未

承
認
）。

 

十
六
サ
サ
ゲ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

M
us

ùに
つ
い
て
試
験
中
。

 

 
1.1

.5.
 

マ
メ
科
植
物
の
緑
肥
及
び
有
機
肥
料
原
料
と
し
て
の
比
較

試
験
。

 

３
種
マ
メ
科
植
物
の
緑
肥
及
び
有
機
質
肥
料
と
し
て
の
効
果
が
調
査
さ

れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
）

 

数
種
類
の
マ
メ
科
植
物
に
つ
い
て
生
育
試
験
を
実
施
中
。
優
良
と
思
わ
れ
る
も
の
は
種
子
採
取
用
に
播
種
。
現
在
配
布
用
及
び
試
験
用
に
種

子
生
産
中
。

 

Cr
ota

rar
ia,
ダ
イ
ズ
等
で
成
育
、
肥
料
効
果
等
を
調
査
。

 

 
1.1

.6.
 

そ
の
他
環
境
保
全
型
農
業
に
係
る
土
壌
肥
料
の
管
理
に
関

す
る
実
証
試
験
。

 

土
づ
く
り
と
化
学
肥
料
低
減
化
技
術
が
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
）

 

現
地
で
入
手
可
能
な
資
材
を
利
用
し
、
ボ
カ
シ
肥
な
ど
の
有
機
肥
料
を
生
産
し
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
等
に
よ
る
肥
料
効
果
試
験
を
実
施
。
報
告
書

作
成
（
技
術
委
員
会
未
承
認
）。

 

添付資料 3 

93 

中間評価報告書 



評
価
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告
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添
付
資
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3
  

 
 

1.1
.7.

 
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

 
土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
低
減
化
儀
術
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ

る
。

 

（
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

有
機
肥
料
生
産
、
使
用
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。

 

1.2
. 

環
境
保
全
型
農
業
に
係
る
病
虫
害
防
除
に
関
す
る
技
術
の
開
発
・
実

証
。

 

（
化
学
農
薬
低
減
化
技
術
の
実
証
）

 

 
 

 
1.2

.1.
 

国
内
外
の
環
境
保
全
型
農
業
技
術
の
化
学
農
薬
低
減
化
技

術
の
収
集
と
編
纂
。

 

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
環
境
保
全
型
農
業
の
病
虫
害
防
除
に
関
す
る
情
報

が
編
纂
さ
れ
る
。

 

ID
IA

F の
W

eb
-S

ite
上
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
設
置
し
、
関
連
情
報
を
収
集
。

 

 
1.2

.2.
 

セ
ン
チ
ュ
ウ
及
び
病
害
防
除
の
た
め
の
有
機
資
材

(自
然

農
薬

)評
価
試
験
。

 

セ
ン
チ
ュ
ウ
、
病
虫
害
防
除
の
た
め
の

3種
の
効
果
的
な
有
機
資
材
（
自

然
農
薬
）
が
開
発
・
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
）

 

La
 V

eg
a地

域
に
お
け
る
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
特
定
及
び
発
生
密
度
調
査
を
実
施
、
報
告
書
作
成
（
技
術
委
員
会
承
認
済

)。
 

La
 V

eg
a地

域
の
小
農
の
圃
場
に
お
け
る
病
害
の
診
断
（
報
告
書
原
稿
作
成
済
）。

 

Ha
bic

hu
ela

へ
の
自
然
農
薬
と
化
学
農
薬
の
比
較
試
験
。
報
告
書
作
成
（
技
術
委
員
会
未
承
認

)。
 

 
1.2

.3.
 

病
虫
害
防
除
の
た
め
の
菌
株
生
産
と
拮
抗
効
果
試
験
。

 
2 種

の
菌
類
を
利
用
し
た
病
害
防
除
技
術
が
開
発
・
実
証
さ
れ
る
。

 

（
評
価
報
告
書
）

 

未
着
手
。

 

 
1.2

.4.
 

土
壌
病
原
菌
防
除
の
た
め
の
拮
抗
菌
類
の
効
果
試
験
。

 
2 種

の
菌
類
を
利
用
し
た
病
害
防
除
技
術
が
開
発
・
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
）

 

未
着
手
。

 

 
1.2

.5.
 

環
境
保
全
型
農
業
に
お
け
る
害
虫
防
除
の
た
め
の
セ
ン
チ

ュ
ウ
評
価
試
験
。

 

セ
ン
チ
ュ
ウ
を
利
用
し
た
虫
害
防
除
技
術
が
開
発
・
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
）

 

未
着
手
。

 

 
1.2

.6.
 

病
虫
害
防
除
の
た
め
の
自
然
農
薬
、
拮
抗
菌
類
、
セ
ン
チ

ュ
ウ
の
生
産
と
評
価
。

 

病
虫
害
防
除
の
た
め
の
自
然
農
薬
が
開
発
・
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
）

 

自
然
農
薬
の
製
造
及
び

 H
ab

ich
ue

la
へ
の
適
用
試
験
（
技
術
委
員
会
未
承
認
）。

 

 
1.2

.7.
 

そ
の
他
環
境
保
全
型
農
業
に
係
る
病
虫
害
防
除
に
関
す
る

実
証
試
験
。

 

化
学
農
薬
低
減
化
技
術
が
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
）

 

未
着
手
。

 

 
1.2

.8.
 

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

 
病
虫
害
防
除
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
る
。

 

（
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

自
然
農
薬
作
成
と
使
用
ガ
イ
ド
カ
レ
ン
ダ
ー

 

1.3
. 

環
境
保
全
型
農
業
に
係
る
栽
培
管
理
に
関
す
る
技
術
の
開
発
・
実
証
。

 
 

 
1.3

.1.
 

国
内
外
の
環
境
保
全
型
農
業
栽
培
管
理
技
術
の
収
集
と
編

纂
。

 

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
環
境
保
全
型
農
業
の
栽
培
管
理
技
術
に
関
す
る
情

報
が
編
纂
さ
れ
る
。

 

ID
IA

F の
W

eb
-S

ite
上
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
設
置
し
、
関
連
情
報
を
収
集
。

 

 
1.3

.2.
 

経
済
的
に
重
要
且
つ
輸
出
に
有
望
な
伝
統
品
種
及
び
導
入

品
種
の
特
性
評
価
試
験
。

 

市
場
性
の
高
い
作
物

(2
種
の
輸
出
作
物
、

2種
の
伝
統
作
物
、

2種
の
輸

入
代
替
作
物

)栽
培
技
術
が
開
発
・
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

-キ
ャ
ッ
サ
バ

15
種
の
適
性
試
験
。

 （
試
験
中
）

 

-サ
ツ
マ
イ
モ
推
奨
品
種
展
示
圃
場
設
置
。
報
告
書
作
成
（
技
術
委
員
会
審
議
中

)。
 

- C
hin

do
ra,
ス
イ
カ
、
チ
ェ
リ
ー
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
の
適
性
調
査
。
報
告
書
作
成

(技
術
委
員
会
未
承
認

)。
 

 
1.3

.3.
 

各
サ
ブ
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
選
定
作
物
の
播
種
量

(密
度

)、
市
場
性
の
高
い
作
物
栽
培
技
術
が
適
地
化
さ
れ
る
。

 
未
着
手
。
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3
  

 
播
種
期
に
関
す
る
生
産
試
験
。

 
（
試
験
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

 
1.3

.4.
 

輪
作
体
系
、
混
栽
作
物
、
土
壌
管
理
評
価
試
験
。

 
対
象
地
に
お
け
る
持
続
性
の
高
い
農
業
経
営
技
術
が
開
発
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

未
着
手
。

 

 
1.3

.5.
 

簡
易
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
環
境
保
全
型
農
業
栽
培
試
験
。

 
減
農
薬
、
肥
料
低
減
の
た
め
の
農
業
技
術
が
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

ハ
ウ
ス
内
に
お
け
る
キ
ュ
ウ
リ

(ペ
ピ
ー
ノ

)の
有
機
農
法
と
慣
行
農
法
の
比
較
試
験

(試
験
実
施
中

)。
 

 
1.3

.6.
 

雑
草
管
理
技
術
と
し
て
の
水
管
理
に
関
す
る
試
験
。

 
雑
草
管
理
技
術
が
開
発
・
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

未
着
手

 

 
1.3

.7.
 

土
中
に
お
け
る
有
機
肥
料
の
作
用
に
お
け
る
気
温
、土

壌
、

土
中
水
分
量
、
作
物
の
影
響
評
価
試
験
。

 

効
果
的
な
有
機
肥
料
効
果
を
得
る
た
め
の
施
肥
法
が
特
定
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

未
着
手

 

 
1.3

.8.
 

環
境
保
全
型
農
業
栽
培
技
術
の
コ
ス
ト
分
析
。

 
生
産
コ
ス
ト
が
明
確
に
な
る
。

 

（
調
査
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

- キ
ャ
ッ
サ
バ
の
慣
行
型
、
環
境
保
全
型
、
有
機
型
施
肥
法
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
比
較
。

 (試
験
実
施
中

) 

-実
施
試
験
よ
り
生
産
コ
ス
ト
資
料
の
抽
出
。（

ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
十
六
サ
サ
ゲ
、
ピ
ー
マ
ン
）

 

 
1.3

.9.
 

有
機
農
業
、
環
境
保
全
型
農
業
、
慣
行
農
業
間
の
生
産
性

及
び
収
益
性
比
較
試
験
。

 

有
機
農
法
、
環
境
保
全
型
農
法
の
生
産
性
が
向
上
す
る
。

 

（
試
験
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

- ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
ボ
カ
シ
肥
施
肥
量
比
較
試
験
。
報
告
書
作
成
（
技
術
委
員
会
審
議
中
）。

 

-十
六
サ
サ
ゲ
の
鶏
糞
及
び
ボ
カ
シ
施
肥
量
比
較
試
験
。（

報
告
書
作
成
中
）

 

-ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
ボ
カ
シ
肥
効
果
試
験
 
（
試
験
実
施
中
）

 

-キ
ャ
ッ
サ
バ
の
挿
し
木
苗
、
接
木
苗
、
種
苗
別
慣
行
農
法
と
環
境
保
全
型
農
法
に
よ
る
生
産
性
比
較
試
験
。（

試
験
実
施
中
）

 

-ヤ
ム
イ
モ
の
環
境
保
全
型
農
法
に
よ
る
適
性
試
験
。（

試
験
実
施
中
）

 

 
1.3

.10
.  

そ
の
他
環
境
保
全
型
農
業
に
係
る
農
業
生
産
に
関
す
る
実

証
試
験
。

 

生
産
性
の
高
い
環
境
保
全
型
農
業
技
術
が
実
証
さ
れ
る
。

 

（
試
験
報
告
書
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

未
着
手
。

 

 
1.3

.11
.  

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

 
環
境
保
全
型
農
業
に
よ
る
生
産
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
る
。

 

（
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

未
着
手
。

 

２
．
普
及
・
研
修
及
び
広
報

 
対
象
地
域
に
適
合
し
た
低
コ
ス
ト
で
生
産
性
の
高
い
農
業
技
術
と
環
境

保
全
型
農
業
が
普
及
さ
れ
る
。

 

（
普
及
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
普
及
資
材
、
広
報
用
資
材
の
作
成
）

 

 

2. 
対
象
地
域
に
適
合
し
た
低
コ
ス
ト
で
生
産
性
の
高
い
農
業
技
術
と
環

境
保
全
型
農
業
技
術
の
普
及
。

 

 
 

2.1
. 

小
農
へ
の
農
業
技
術
及
び
環
境
保
全
型
農
業
技
術
の
普
及
。

 
 

 

 
2.1

.1.
 

普
及
計
画
の
策
定
。

 
効
果
的
な
普
及
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

 

（
普
及
計
画
書
）

 

年
間
活
動
計
画
書
の
策
定
。

 

 

 
2.1

.2.
 

展
示
圃
場
の
設
置
。

 
農
業
技
術
の
普
及
及
び
農
家
の
実
習
場
と
し
て
の
展
示
圃
場
が
各
サ
ブ

ゾ
ー
ン
に
設
置
さ
れ
る
。

 

計
13

箇
所
の
展
示
圃
場
を
設
置
（

Cu
tup

ú: 
x, 

 B
arr

an
ca

: x
,  

Ri
nc

ón
: x

, L
a T

orr
e: 

x, 
 J

ara
ba

co
a: 

x）
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（
展
示
圃
場
、
普
及
計
画
書
）

 

 
2.1

.3.
 

対
象
農
家
へ
の
普
及
の
実
施
。

 
対
象
農
家
の
農
業
技
術
と
環
境
保
全
型
農
業
技
術
が
普
及
さ
れ
、
生
産
性

が
向
上
す
る
。

 

（
普
及
報
告
書
）

 

展
示
圃
場
、
農
民
集
会
、
研
修
会
、
実
習
、
農
家
訪
問
な
ど
を
通
じ
、
各
種
マ
ル
チ
ン
グ
、
混
作
、
耕
作
地
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堆
肥
や

ボ
カ
シ
肥
及
び
自
然
農
薬
の
製
造
や
利
用
な
ど
に
つ
い
て
普
及
研
修
を
実
施
。

 

 
2.1

.4.
 

対
象
農
家
戸
数
の
増
大
と
普
及
対
象
地
の
拡
大
。

 
対
象
農
家
戸
数
が
増
え
る
。

 

（
普
及
計
画
書
、
報
告
書
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
農
家
の
拡
大
た
め
農
務
省
の
各
サ
ブ
ゾ
ー
ン
事
務
所
、
農
民
集
会
、
農
家
主
婦
や
集
落
会
合
な
ど
へ
の
訪
問
、

集
会
を
実
施
。
対
象
農
家
の
像
は
次
の
と
お
り
。

 C
utu

pú
: 1

0人
か
ら

50
人
へ
、

 B
arr

an
ca

: 1
1人

か
ら

53
人
へ
、

Ri
nc

ón
: 9

人
か
ら

36
人
へ
、

La
 To

rre
: 1

1人
か
ら

56
人
へ
、

Jar
ab

ac
oa

: 1
0人

か
ら

61
人
へ
、
合
計
 

51
人
か
ら

25
6人

。
 

2.2
. 

普
及
の
た
め
の
組
織
基
盤
の
強
化
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
農
家
へ
の
農
業
技
術
普
及
ア
ク
セ
ス
が

拡
大
す
る
。

 

各
機
関
（
施
設
）
に
お
い
て
環
境
保
全
型
農
業
が
広
報
さ
れ
る
。

 

 

 
2.2

.1.
 

農
業
普
及
ア
ク
セ
ス
拡
大
の
た
め
の
計
画
策
定
。

 
普
及
ア
ク
セ
ス
拡
大
の
た
め
の
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

 

（
評
価
報
告
書
、
計
画
）

 

農
家
が
教
育
機
関
、

NG
O
及
び
民
間

(輸
出
業
者

)会
社
等
か
ら
も
農
業
技
術
を
入
手
で
き
る
よ
う
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
す
る
。
以
下
の
機
関

と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
た
。

 

教
育
機
関
：

IA
TE

SA
、

UC
AT

EC
I、

UA
FA

M
及
び

Ad
ve

nti
sta
（

Bo
na

o) 

NG
O：

IR
HA

C 

 
2.2

.2.
 

展
示
圃
場
の
設
置
お
よ
び
普
及
資
材
の
提
供
。

 
展
示
圃
場
が
設
置
さ
れ
、
普
及
及
び
実
習
の
た
め
の
資
材
が
提
供
さ
れ

る
。

 

（
評
価
報
告
書
、
計
画
書
）

 

IA
TE

SA
及
び

UC
AT

EC
Iに

展
示
圃
場
を
準
備
中
。

 

 
2.2

.3.
 

各
機
関
・
施
設
に
よ
る
普
及
・
広
報
の
実
施
。

 
対
象
地
域
の
農
家
へ
の
普
及
・
研
修
が
実
施
さ
れ
る
。

 

（
研
修
・
訓
練
計
画
書
、
報
告
書
）

 

未
着
手
。

 

 
2.2

.4.
 

評
価
及
び
計
画
改
正
。

 
普
及
効
果
・
効
率
が
向
上
す
る
。

 

（
評
価
報
告
書
、
新
規
計
画
）

 

 

2.3
. 

生
産
者
、
普
及
員
、
学
生
等
に
対
し
て
農
業
技
術
と
環
境
保
全
型
農
業

技
術
の
研
修
を
実
施
す
る
。

 

 
 

 
2.3

.1.
 

各
研
修
計
画
作
成
。

 
研
修
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

 

（
研
修
計
画
書
）

 

IA
TE

SA
、

UC
AT

EC
I及

び
ID

IA
F間

で
研
修
計
画
案
を
策
定
。

 

 
2.3

.2.
 

10
0名

の
普
及
員
及
び
技
術
者
へ
の
環
境
保
全
型
及
び
有

機
農
業
技
術
研
修
の
実
施
。

 

10
0 名

の
普
及
員
及
び
技
術
者
の
技
術
が
向
上
す
る
。

 

（
研
修
報
告
書
）

 

農
務
省
普
及
員
、

NG
O
代
表
者
に
対
し
有
機
肥
料
生
産

DV
D、

地
域
の
代
表
的
病
害
及
び
キ
ャ
ッ
サ
バ
生
産
に
関
す
る
研
修
（
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
実
施
。

 

 
2.3

.3.
 

75
名
の
農
学
校
生
へ
の
環
境
保
全
型
及
び
有
機
農
業
技

術
研
修
の
実
施
。

 

75
名
の
農
学
校
生
の
技
術
が
向
上
す
る
。

 

（
研
修
報
告
書
）

 

未
着
手
。

 

2.4
.普

及
用
資
材
の
作
成
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2.4
.1.

 
普
及
用

(農
家
用

)の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

 
農
家
用
の
野
菜
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
る
。

 

（
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

未
着
手
。

 

 
2.4

.2.
 

普
及
用

(農
家
用

)の
環
境
保
全
型
農
業
技
術
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

(土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
低
減
化

技
術
、
化
学
農
薬
低
減
化
技
術
、
有
機
肥
料
、
自
然
農
薬

な
ど

) 

農
家
用
の
環
境
保
全
型
農
業
技
術
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ

る
。

 

（
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

自
然
農
薬
作
成
と
使
用
ガ
イ
ド
カ
レ
ン
ダ
ー

 

有
機
肥
料
生
産
、
使
用
法
マ
ニ
ュ
ア
ル

 

 
2.4

.3.
 

普
及
用
資
材
の
作
成
。

 
普
及
用
資
材
が
作
成
さ
れ
る
。

 

（
各
種
普
及
用
資
材
）

 

未
着
手
。

 

2.5
. 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報
。

 
 

 

 
2.5

.1.
 

各
種
技
術
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
資
料
･資

材
の
作

成
。

 

各
種
農
業
技
術
、
環
境
保
全
型
農
業
技
術
、
普
及
技
術
、
流
通
及
び
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
資
料
･資

材
が
作
成
さ
れ
る
。

 

（
各
種
資
料
･資

材
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
及
び

ID
IA

Fの
W

eb
-S

ite
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
設
置
。

 

 
2.5

.2.
 

作
成
さ
れ
た
各
種
技
術
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
資
料
･

資
材
の
広
報
･配

布
。

 

各
種
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
配
布
さ
れ
、
当
国
の
農
業
が
活
性
化
す
る
。

 

（
報
告
書
）

 

自
然
農
薬
作
成
と
使
用
ガ
イ
ド
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
中
。

 

 
2.5

.3.
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

we
b-s

ite
の
設
置
。

 
W

eb
‐

sit
eが

設
置
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
農
業
技
術
が
広
報
さ
れ

る
。

 

（
we

b-s
ite
）

 

ID
IA

Fの
W

eb
-S

ite
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
設
置
。

 

 
2.5

.4.
 

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
。

 
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
農
業
技
術
が
広
報
さ
れ

る
。

 

（
報
告
書
）

 

地
域
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
と
各
種
農
業
関
連
フ
ェ
ア
ー
へ
の
参
加
を
通
じ
有
機
肥
料
生
産

DV
D
展
示
、
広
報
を
実
施
。

 

３
．
流
通

 
対
象
地
域
の
農
家
の
生
産
物
の
販
売
量
が
増
加
す
る
。

 

（
農
家
調
査
、
市
場
調
査
、
流
通
研
修
計
画
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
ほ
か
）

 

 

3. 
対
象
地
域
の
農
民
の
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
。

 
 

 

3.1
. 

農
家
調
査
及
び
簡
易
流
通
調
査
の
実
施
。

 
農
家
調
査
、
簡
易
流
通
調
査
の
結
果
か
ら
、
流
通
の
改
善
計
画
が
策
定
さ

れ
る
。

 

 

 
3.1

.1.
 

農
家
調
査
を
実
施
す
る
。

 
対
象
地
域
の
農
家
の
実
態
が
把
握
さ
れ
る
。

 

（
農
家
調
査
報
告
書
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
農
家
の
調
査
（

20
06

年
5月

）
の
実
施
。

 

農
家
調
査
（

JIC
A
契
約
：

Qu
ali

ta
社
、

20
06

年
11

月
）
の
実
施
。

 

 
3.1

.2.
 

市
場
情
報
の
収
集
。

(簡
易
流
通
・
市
場
調
査

) 
市
場
の
実
態
が
把
握
さ
れ
る
。

 

（
調
査
報
告
書
）

 

輸
出
業
者
調
査
（

20
06

年
12

月
）
の
実
施
。

 

 

 
3.1

.3.
 

生
産
者
情
報
を
蓄
積
す
る
。

 
生
産
物
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
。

 
未
着
手
。
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（
生
産
者
情
報
サ
イ
ト
の
設
置
）

 

3.2
. 

生
産
者
に
よ
る
流
通
が
実
施
さ
れ
る
。

 
 

 

 
3.2

.1.
 

流
通
計
画
の
策
定
。

 
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
と
な
る
流
通
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

 

（
計
画
書
）

 

未
着
手
。

 

 
3.2

.2.
 

流
通
体
制
の
整
備
と
地
域
、
国
内
及
び
海
外
へ
の
流
通
シ

ス
テ
ム
の
設
定
。

 

共
同
出
荷
に
よ
る
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
の
た
め
の
体
制
整
備
。

 

市
場
性
の
高
い
農
産
物
が
対
象
農
家
に
作
付
け
さ
れ
る
。

 

（
普
及
報
告
書
）

 

価
格
安
定
庁
（

IN
ES

PR
E）

に
生
産
者
市
場
を
設
置
し
た
が
、
参
加
者
寡
少
に
よ
り
撤
退
。
ま
た
、

e-M
ark

et
を
設
置
し
た
が
未
運
用
。

 

 
3.2

.3.
 
 
 
 
 

e-マ
ー
ケ
ッ
ト
の
設
置
。

 
市
場
が
拡
大
し
、
農
産
物
の
販
売
量
が
増
加
す
る
。

 

（
we

b-s
ite
）

 

e-M
ark

et
を
設
置
し
た
が
未
運
用
。

 

 
3.2

.3.
 

流
通
の
実
施
と
評
価
。

 
対
象
地
域
の
農
民
が
適
切
な
農
産
物
の
販
売
を
実
施
で
き
る
。

 

（
評
価
報
告
書
）

 

価
格
安
定
庁

(IN
ES

PR
E)
に
生
産
者
市
場
を
設
置
し
た
が
、
参
加
者
寡
少
に
よ
り
撤
退
。

 

3.3
. 

生
産
者
へ
の
流
通
に
関
す
る
研
修
･訓

練
が
実
施
さ
れ
る
。

 
 

 

 
3.3

.1.
 

流
通
に
か
か
る
研
修
･訓

練
計
画
を
作
成
す
る
。

 
対
象
地
域
の
普
及
員
及
び
農
民
の
農
産
物
流
通
に
か
か
る
研
修
･訓

練
計

画
が
作
成
さ
れ
る
。

 

（
研
修
計
画
書
）

 

未
着
手
。

 

 
3.3

.2.
 

流
通
技
術
に
関
す
る
研
修
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

流
通
の
研
修
に
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
る
。

 

（
研
修
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

 

未
着
手
。

 

 
3.3

.3.
 

流
通
に
か
か
る
研
修
･訓

練
を
実
施
す
る
。

 
普
及
員
及
び
農
家
の
流
通
知
識
が
向
上
す
る
。

 

（
研
修
報
告
書
）

 

未
着
手
。
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北
部
中
央
地
域
小
規
模
農
家
向
け
環
境
保
全
型
農
業
開
発
計
画

 (
PA

S)
 

投
入
実
績

 
1.
 専

門
家
 

氏
名

 
専
門
分
野

 
派
遣
期
間

 
長
期
専
門
家

 
 

 
布
施
 
幸
秀

 
チ
ー
フ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
20

05
.0

5.
14
～

20
07

.0
5.

13
 

橋
本
 
敬
次

 
チ
ー
フ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
20

07
.0

6.
30
～

20
09

.1
0.

14
 

 
 

 
短
期
専
門
家

 
 

 
村
上
 
文
明

 
参
加
型
計
画

 
20

05
.0

2.
20
～

20
05

.0
3.

21
 

利
光
 
浩
三

 
実
験
計
画
手
法

 
20

06
.0

6.
11
～

20
06

.0
7.

01
 

匠
原
 
堅
一
郎

 
病
虫
害
防
除
（
化
学
農
薬
低
減
化
技
術
）

 
20

07
.0

1.
09
～

20
07

.0
2.

06
 

 
 

 
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 （
SV

）
 

 
 

加
藤
 
愛
樹

 
農
業

 
20

02
.0

4.
04
～

20
04

.11
.0

3 
中
嶋
 
實

 
農
業

 
20

04
.1

0.
27
～

20
06

.1
0.

26
 

操
 
靖

 
農
業

 
20

06
.1

0.
04
～

20
08

.1
0.

03
 

 
 

 
シ
ニ
ア
隊
員

 
 

 
押
切
 
真
千
亜

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー

 
20

05
.0

3.
28
～

20
05

.0
3.

29
 

 
 

 
協
力
隊
員
（

JO
CV

）
 

 
 

田
代
 
正
樹

 
野
菜

 
20

03
.0

7.
17
～

20
05

.1
0.

16
 

石
井
 
司

 
野
菜

 
20

03
.0

7.
17
～

20
06

.0
3.

16
 

渡
邉
 
和
之

 
村
落
開
発
普
及
員

 
20

03
.1

2.
04
～

20
05

.1
2.

03
 

熊
倉
 
由
子

 
野
菜

 
20

05
.0

4.
08
～

20
07

.0
4.

07
 

宇
田
川
 
大
輔

 
野
菜

 
20

05
.0

7.
13
～

20
07

.0
7.

12
 

日
向
野
 
桃
子

 
村
落
開
発
普
及
員

 
20

06
.0

3.
29
～

20
08

.0
3.

28
 

川
名

 正
洋

 
野
菜

 
20

07
.0

6.
20
～

20
09

.0
6.

19
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2-
1.
 カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
 （

20
07

年
8
月

15
日
現
在
）
 

氏
名

 
役
職

 
所
属
機
関

 
A

nd
ré

s G
óm

ez
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ
イ
レ
ク
タ
ー

 
ID

IA
F 

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

 
 

 
Ju

an
 Ji

m
én

ez
 

研
究
員

 (
野
菜

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

Le
oc

ad
ia 

Sá
nc

he
z 

研
究
員

 (
野
菜

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

Ju
an

 V
ald

ez
 

研
究
員

 (
ユ
カ

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

Ra
m

ón
 H

er
ná

nd
ez

 
研
究
員

 (
さ
つ
ま
い
も

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

 
研
究
員

 (
バ
ナ
ナ

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

A
rid

io
 P

ér
ez

 
研
究
員

 (
栄
養

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

El
pi

di
o A

vi
les

 
研
究
員

 (
栄
養

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

Cé
sa

r M
ar

tín
ez

 
研
究
員

(経
済

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

U
ce

lv
io

 S
an

to
s 

普
及
担
当

 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

Ra
fa

l B
ell

iar
d 

農
業
技
術

 (
農
地
担
当

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

Jo
sé

 C
ep

ed
a 

研
究
員

 (
栄
養

) 
CE

N
TA

, I
D

IA
F 

H
ild

a M
in

ay
a 

研
究
員

 (
栄
養

) 
CE

N
TA

, I
D

IA
F 

Ro
sa

 M
ar

ia 
M

én
de

z 
研
究
員

 (
防
除

/病
害

) 
CE

N
TA

, I
D

IA
F 

D
av

id
 M

ate
o 

研
究
員

 (
防
除

/線
虫
類

) 
CE

N
TA

, I
D

IA
F 

Sa
ld

ies
 M

ed
ra

no
 

研
究
員

 (
防
除

/昆
虫

) 
CE

N
TA

, I
D

IA
F 

Te
re

sa
 M

ar
tín

ez
 

研
究
員

 (
防
除

/ウ
ィ
ル
ス

) 
CE

N
TA

, I
D

IA
F 

 
 

 
Cá

nd
id

o 
de

 L
eó

n 
普
及
員
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

M
ig

ue
l C

ep
ed

a 
普
及
員

(C
ut

up
ú)

 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

La
ut

ico
 R

ey
no

so
 

普
及
員

(Ja
ra

ba
co

a)
 

Ce
nt

ro
 N

or
te,

 ID
IA

F 
Fr

an
cis

co
 N

úñ
ez

 
普
及
員

(R
in

có
n)

 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

M
ar

ia 
Iv

eli
ss

e d
e l

a C
ru

z 
普
及
員

(B
ar

ra
nc

a)
 

Ce
nt

ro
 N

or
te,

 ID
IA

F 
M

élv
in

 P
eñ

a 
普
及
員

(L
a T

or
re

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 

Á
ng

el 
Cé

sa
r 

普
及
員

(商
業
化
担
当

) 
Ce

nt
ro

 N
or

te,
 ID

IA
F 
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2-
2.
 本

邦
研
修
参
加
者
 

氏
名

 
研
修
コ
ー
ス
名

 
研
修
期
間

 
Cu

rso
 p

ar
a c

on
tra

pa
rte

s 
 

Ra
fa

l E
du

ar
do

 P
ér

ez
 D

uv
er

gé
 

A
gr

icu
ltu

ra
 O

rg
án

ica
 

20
05

.0
3.

13
～

20
05

.0
3.

26
 

Jo
sé

 R
af

ae
l E

sp
ail

lat
 M

uñ
oz

 
A

gr
icu

ltu
ra

 O
rg

án
ica

 
20

05
.0

3.
13
～

20
05

.0
3.

26
 

A
rid

io
 P

ér
ez

 
N

ut
ric

ió
n 

en
 A

gr
icu

ltu
ra

 S
os

ten
ib

le 
20

06
.0

3.
21
～

20
06

.0
5.

03
 

Ro
sa

 M
ar

ia 
M

én
de

z 
Pr

ot
ec

ció
n 

Ve
ge

tal
 en

 A
gr

icu
ltu

ra
 S

os
ten

ib
le 

20
06

.0
3.

21
～

20
06

.0
5.

03
 

H
ild

a M
in

ay
a 

N
ut

ric
ió

n 
en

 A
gr

icu
ltu

ra
 S

os
ten

ib
le 

20
06

.11
.1

9～
20

06
.1

2.
22

 
Jo

sé
 C

ep
ed

a 
N

ut
ric

ió
n 

en
 A

gr
icu

ltu
ra

 S
os

ten
ib

le 
20

06
.11

.1
9～

20
06

.1
2.

22
 

 
 

 
Cu

rso
 en

 g
ru

po
 

 
Jo

ha
n A

nt
on

io
 V

ar
ga

s 
 

Té
cn

ica
 d

e S
ist

em
a d

e I
nf

or
m

ac
ió

n A
gr

íco
la 

20
05

.0
1.

23
～

20
05

.0
4.

24
 

Ca
nd

id
o 

de
 L

eó
n 

Te
cn

ol
og

ía 
de

 C
ul

tiv
ac

ió
n 

Ve
ge

tal
 

20
05

.0
2.

01
～

20
05

.11
.1

9 

Fr
an

cis
co

 N
úñ

ez
 

Ro
l 

qu
e 

ju
eg

a 
las

 C
oo

pe
ra

tiv
as

 A
gr

íco
las

 e
n 

la 
A

cti
va

ció
n 

de
 

Ec
on

om
ía 

Ru
ra

l 
20

05
.0

5.
10
～

20
05

.0
7.

16
 

El
pi

di
o A

vi
les

 
Si

ste
m

a d
e M

an
ejo

 d
e A

gr
icu

ltu
ra

 d
e B

ajo
 In

su
m

o 
20

05
.0

7.
24
～

20
05

.11
.0

6 

La
ut

ico
 R

ey
no

so
 

Es
tab

lec
im

ien
to

 d
e 

la 
Re

d 
Ce

nt
ro

 A
m

er
ica

na
 y

 C
ar

ib
e 

pa
ra

 
D

es
ar

ro
llo

 R
ur

al 
Pa

rti
cip

ati
vo

 
20

05
.1

0.
16
～

20
05

.1
2.

17
 

M
ar

ia 
Iv

eli
ss

 d
e l

a C
ru

z 
 

Es
tab

lec
im

ien
to

 d
e 

la 
Re

d 
Ce

nt
ro

 A
m

er
ica

na
 y

 C
ar

ib
e 

pa
ra

 
D

es
ar

ro
llo

 R
ur

al 
Pa

rti
cip

ati
vo

 
20

05
.1

0.
16
～

20
05

.1
2.

17
 

M
élv

in
 P

eñ
a 

M
eto

do
lo

gí
as

 d
e 

Ex
ten

sió
n 

de
 l

a 
Té

cn
ica

s 
de

 l
a 

A
gr

icu
ltu

ra
  

O
rg

án
ica

 en
 A

po
yo

 a 
lo

s A
gr

icu
lto

re
s d

e P
eq

ue
ña

s E
sc

ala
s 

20
06

.0
7.

04
～

20
06

.1
0.

04
 

  

101 



中
間
評
価
報
告
書
 
添
付
資
料

4 

 

 
3.
 ロ

ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
：
日
本
側
 （

20
04
.1
0.
15
 ～

 2
00
7.
3.
31
）
 

（
RD

$）
 

項
 
目

 
20

04
年
度

 
20

05
年
度

 
20

06
年
度

 
累
計

 
一
般
業
務
費

 
35

,7
12

.0
0

1,
12

1,
82

8.
03

1,
49

5,
52

6.
00

2,
65

3,
06

6.
03

日
当

 
0.

00
48

,8
00

.0
0

46
,1

00
.0

0
94

,9
00

.0
0

謝
金

 
0.

00
31

,2
05

.0
0

16
0.

00
31

,3
65

.0
0

会
議
費

 
0.

00
4,

64
0.

00
18

,2
14

.0
0

22
,8

54
.0

0
工
事
費

 
1,

31
4,

05
1.

00
0.

00
0.

00
1,

31
4,

05
1.

00
合
 
計

 
1,

34
9,

76
3.

00
1,

20
6,

47
3.

03
1,

56
0,

00
0.

00
4,

11
6,

23
6.

03
*日

本
の
会
計
年
度
：

4
月

1
日
～

3
月

31
日

 
   

4.
 ロ

ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
：
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
側
（
20
04
.1
0.
15
 ～

 2
00
7.
3.
7）

 

（
RD

$）
 

項
 
目

 
合
 
計

 

北
部
セ
ン
タ
ー
運
営
費

 
3,

03
9,

00
0.

08
機
材
購
入
、
電
気
工
事
（

CE
N

TA
）

 
1,

73
6,

82
9.

94
機
材
購
入
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

 
25

1,
80

8.
21

日
当
、
燃
料
代

 (
本
部

) 
26

7,
52

0.
52

給
与

(本
部

) 
20

1,
47

4.
79

国
内
外
研
修
費
用

 
61

,1
84

.5
5

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

 
18

,3
11

.5
2

普
及
員
、
作
業
員
等
の
給
与

 
5,

44
8,

91
5.

50
合
 
計

 
11

,0
25

,0
45

.11
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5.
供
与
機
材
リ
ス
ト
 

5-
1 
供
与
機
材
 

購
入
年
度

 
機
材
名

 
価
格

 
（

RD
$）

 
価
格

 
（

U
S$
）

 
数
量

 
使
用
場
所

使
用
状
態

維
持
管
理

使
用
目
的

 
そ
の
他

 

20
04

 
In

ve
rso

r 
Tr

ac
e 

3.
5k

 
24

V
 

co
n 

8 
ba

ter
ias

 e 
in

sta
lac

io
n 

60
,6

72
.0

0
1 

事
務
所

 
良
好

 
良
好

 
事
務
所
用

 
 

20
04

 
A

ire
 

A
co

nd
ici

on
ad

os
 

Sp
lit

 
36

00
0B

TU
 

12
1,

00
0.

00
2 

事
務
所

 
良
好

 
良
好

 
事
務
所
用

 
 

20
04

 
Ca

m
io

ne
ta 

N
iss

an
 

Fr
on

tie
r 

D
ob

le 
Ca

bi
na

 A
ño

20
05

 
18

,7
80

.0
0

1 
ID

IA
F 

 
良
好

 
良
好

 
専
門
家
が
使
用

 
EX

01
17

9 

20
05

 
Ca

m
io

ne
ta 

N
iss

an
 

Fr
on

tie
r 

D
ob

le 
Ca

bi
na

 4
W

D
､2

00
6 

 
20

,3
00

.0
0

1 
事
務
所

 
良
好

 
良
好

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
用

 
O

C1
02

97
 

20
05

 
Ca

m
io

ne
ta 

N
iss

an
 

Fr
on

tie
r 

D
ob

le 
Ca

bi
na

 4
W

D
､2

00
6 

 
20

,5
00

.0
0

1 
事
務
所

 
良
好

 
良
好

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
用

 
O

C0
57

22
 

20
05

 
M

ot
oc

icl
eta

 H
on

da
 N

RX
 1

25
 C

C､
20

06
 

40
0,

00
0.

00
 

5 
事
務
所

 
良
好

 
良
好

 
普
及
用

 
 

20
05

 
Si

ste
m

a 
de

 
Ri

eg
o 

Po
r 

G
ot

eo
（

Po
nt

on
）

 
83

,2
61

.5
0

1 
Po

nt
on

試
験

場
 

不
良

 
良
好

 
試
験
場
用

  
En

 re
pa

ra
ció

n 

20
05

 
Si

ste
m

a 
de

 
Ri

eg
o 

Po
r 

G
ot

eo
（

Li
m

on
al）

 
23

0,
24

1.
00

  
 

1 
Li

m
on

al
試

験
場

 
不
良

 
良
好

 
試
験
場
用

 
En

 re
pa

ra
ció

n 

20
05

 

M
ate

ria
les

 d
e I

nv
er

na
de

ro
 A

rte
sa

na
l 

 （
①

72
0
㎡

 d
e p

lás
tic

o 
tra

ns
pa

re
nt

e 
15

0 
m

icr
a, 
②

72
0
㎡

 d
e s

ar
án

 a 
35

%
, 

③
50

0㎡
 d

e m
all

a a
nt

iv
iru

s 5
0 

m
es

h,
 

④
80

 n
eb

ul
iza

do
re

s p
ala

pl
as

t）
 

96
,0

96
.0

0
1j

ue
go

 
(p

ar
a2

) 

Po
nt

on
, 

Li
m

on
al

試

験
場

 
良
好

 
良
好

 
試
験
場
用

  
 

20
05

 
M

ot
oc

ul
to

r 
A

gr
íco

la,
 

V
IN

K
Y

N
O

, 
M

od
elo

 M
K

-1
20

-S
 

20
9,

30
0.

00
1 

Po
nt

on
試
験

場
 

良
好

 
良
好

 
試
験
場
用

  
 

20
05

 
D

isp
en

se
r: 

bo
ttl

e t
op

 W
he

ato
n 

1-
5 

m
l

37
5.

90
1 

CE
N

TA
 

良
好

 
良
好

 
土
壌
研
究
所
用

 
 

20
05

 
D

isp
en

se
r: 

bo
ttl

e 
to

p 
W

he
ato

n 
10

-1
09

 m
l 

78
7.

50
1 

CE
N

TA
 

良
好

 
良
好

 
土
壌
研
究
所
用

 
 

20
05

 
D

isp
en

se
r: 

bo
ttl

e 
to

p 
W

he
ato

n 
10

-5
9 

m
l 

1,
07

1.
00

2 
CE

N
TA

 
良
好

 
良
好

 
土
壌
研
究
所
用
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20
05

 
D

isp
en

se
r: 

bo
ttl

e 
to

p 
W

he
ato

n 
1-

10
 

m
l. 

72
4.

50
2 

CE
N

TA
 

良
好

 
良
好

 
土
壌
研
究
所
用

 
 

20
05

 
D

isp
en

se
r: 

W
he

ato
n 

lo
w

 
pr

of
ile

 
bo

ttl
e t

op
 

35
0.

60
1 

CE
N

TA
 

良
好

 
良
好

 
土
壌
研
究
所
用

 
 

20
05

 
D

ilu
to

r H
am

ilt
on

 5
40

b 
4,

55
6.

06
1 

CE
N

TA
 

良
好

 
良
好

 
土
壌
研
究
所
用
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